
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和４年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和４年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　障害福祉課

評価対象期間 R4.4.1 　 ～　R5.3.31 

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立サニーヒルズみずなみ

所 在 地 瑞浪市陶町猿爪６５７－３４

R3.4.1 ～ R8.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 309,551

利 用 料 金 301,943
Ｒ２ 1,367

指定管理料 0
Ｒ３ 1,369

そ   の   他 7,608
Ｒ４ 1,619

支  出  計 298,120

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）（以下「障
害者総合支援法」という。）第５条第１１項の規定により、身体障害者につき施設入所支援を行うととも
に、施設入所支援以外の施設障害福祉サービスを行う業務。
・障害者総合支援法第第５条第８項に規定する短期入所（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
第５条に規定する精神障害者に係るものを除く。）を行う業務。
・施設の管理に関すること。
・その他仕様書に定めること。

人   件   費 211,903

施設管理費 25,600

そ   の   他 60,617

差   　　　　　　  引 11,431

納　　 　付 　　　金 0

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・アフターコロナに向けて地域社会との連携強化、ボ
ランティア等の開発に努めてほしい。

・感染症終息後は、以前行われていた地域との交流活動を
再開し、地域に根付いた施設に戻せるよう努める。

・地域移行に向けての相談研修、地域とのつながり、
体験の機会などを行っていただきたい。ただし本人の
意思確認も行っていただきたい。

・利用者の地域移行については、改めて一人ひとり確認を行
い、希望があった利用者について取り組んでいく。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.6

・多様なニーズに対応する支援、研修に努めており、評価できる。
・在宅担当職員の配置、医療との連携や専門研修をしており、評価でき
る。
・続くコロナ禍の中で、適正な運営に努めている。
・さらに個別的なニーズに対応できるような専門的スキルの獲得に努め
てほしい。

設置目的の充足状況 3.6
・的確なモニタリングで利用者のニーズに対応している点について評価
できる。
・定員５０名で概ね利用者数は安定しており、評価できる。
・利用者のさらなる生活の豊かさに努めてほしい。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.0
・地域生活支援拠点としての役割や地域との連携や利用者の確保をして
おり、評価できる。
・利用者の事件・事故における家族・関係機関等との緊急時の対応につ
いて、さらなる取組みに努められたい。

経営状況 3.2
・定員５０人の規模では、コロナ禍での収支は安定しており、評価でき
る。
・利用状況を勘案した将来計画について検討をしていただきたい。

派生的効果 3.0
・コロナ禍で滞っていた地域社会・関係機関との連携の構築に努めてほ
しい。
・地域が衰退する中で、現状のままでは双方に協力体制が築けないかと
思うが、ともに考える機会ではないかと考える。

５ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・利用者の様々な希望に寄り添った支援をすることで、利用者がより快適に生活できるような運営に
努めている。


